
平
成
二
十
年
五
月
十
三
日
受
領

答

弁

第

三

四

三

号

内
閣
衆
質
一
六
九
第
三
四
三
号

平
成
二
十
年
五
月
十
三
日

内
閣
総
理
大
臣

福

田

康

夫

衆

議

院

議

長

河

野

洋

平

殿

衆
議
院
議
員
鈴
木
宗
男
君
提
出
国
土
交
通
省
所
管
の
財
団
法
人
「
公
共
用
地
補
償
機
構
」
に
お
け
る
職
員
旅
行
の
費
用
に
関

す
る
第
三
回
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。



衆
議
院
議
員
鈴
木
宗
男
君
提
出
国
土
交
通
省
所
管
の
財
団
法
人
「
公
共
用
地
補
償
機
構
」
に
お
け
る
職
員
旅
行
の
費
用

に
関
す
る
第
三
回
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
及
び
六
に
つ
い
て

先
の
答
弁
書
（
平
成
二
十
年
四
月
十
一
日
内
閣
衆
質
一
六
九
第
二
四
七
号
）
三
に
つ
い
て
で
述
べ
た
と
お
り
、
国
土
交
通

省
と
し
て
は
、
財
団
法
人
公
共
用
地
補
償
機
構
（
以
下
「
機
構
」
と
い
う
。
）
に
お
け
る
職
員
旅
行
の
費
用
に
つ
い
て
は
、

福
利
厚
生
事
業
と
し
て
行
わ
れ
る
と
し
て
も
、
社
会
的
な
常
識
に
か
な
う
よ
う
な
自
己
負
担
は
必
要
で
あ
っ
た
と
考
え
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
を
踏
ま
え
、
道
路
関
係
業
務
の
執
行
の
あ
り
方
改
革
本
部
（
以
下
「
本
部
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
、
機
構
を

含
む
道
路
関
係
公
益
法
人
の
職
員
旅
行
へ
の
支
出
の
在
り
方
に
つ
い
て
検
討
を
行
い
、
平
成
二
十
年
四
月
十
七
日
に
最
終
報

告
書
を
取
り
ま
と
め
、
同
月
十
八
日
付
け
で
、
機
構
を
含
む
道
路
関
係
公
益
法
人
に
対
し
、
今
後
の
職
員
旅
行
へ
の
支
出
は

旅
行
費
用
の
五
割
以
内
か
つ
年
間
一
人
一
万
円
を
限
度
と
す
る
こ
と
、
平
成
十
五
年
度
か
ら
平
成
十
九
年
度
ま
で
の
過
去
五

年
間
の
職
員
旅
行
に
係
る
費
用
の
う
ち
法
人
負
担
分
が
五
割
を
超
え
る
額
に
つ
い
て
は
役
員
及
び
管
理
職
が
法
人
に
自
主
的

に
返
還
す
る
こ
と
、
当
該
返
還
さ
れ
た
費
用
に
つ
い
て
は
国
へ
の
寄
附
等
を
実
施
し
真
に
公
益
的
な
目
的
に
活
用
す
る
こ
と

一



等
の
最
終
報
告
書
に
盛
り
込
ま
れ
た
取
組
の
実
施
を
要
請
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

ま
た
、
本
部
の
検
討
の
過
程
に
お
い
て
、
職
員
旅
行
へ
の
支
出
に
つ
い
て
、
法
人
負
担
に
一
定
の
上
限
を
設
け
る
必
要
が

あ
る
等
、
福
利
厚
生
費
の
支
出
の
基
準
や
考
え
方
を
整
理
す
る
必
要
が
あ
る
と
の
意
見
が
出
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

二
に
つ
い
て

国
土
交
通
省
と
し
て
は
、
平
成
十
四
年
度
以
前
の
機
構
の
職
員
旅
行
の
費
用
負
担
等
に
つ
い
て
は
把
握
し
て
お
ら
ず
、
ま

た
、
先
の
答
弁
書
（
平
成
二
十
年
三
月
十
八
日
内
閣
衆
質
一
六
九
第
一
五
七
号
）
六
か
ら
十
ま
で
に
つ
い
て
で
述
べ
た
と
お

り
、
国
土
交
通
省
と
し
て
、
い
つ
か
ら
費
用
の
大
部
分
を
機
構
が
負
担
す
る
形
で
職
員
旅
行
が
実
施
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

か
に
つ
い
て
は
、
承
知
し
て
い
な
い
。

三
に
つ
い
て

本
部
は
、
道
路
関
係
業
務
の
執
行
に
つ
い
て
総
点
検
を
行
う
と
と
も
に
、
そ
の
改
革
の
方
向
性
に
つ
い
て
検
討
を
行
う
た

め
、
平
成
二
十
年
二
月
二
十
二
日
に
国
土
交
通
省
に
設
置
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
構
成
は
、
本
部
長
が
冬
柴
鐵
三
国
土

交
通
大
臣
、
副
本
部
長
が
平
井
た
く
や
国
土
交
通
副
大
臣
、
主
査
が
松
島
み
ど
り
国
土
交
通
副
大
臣
、
金
子
善
次
郎
国
土
交

通
大
臣
政
務
官
、
谷
公
一
国
土
交
通
大
臣
政
務
官
及
び
山
本
順
三
国
土
交
通
大
臣
政
務
官
、
本
部
員
が
峰
久
幸
義
事
務
次
官
、

二



谷
口
博
昭
技
監
、
竹
歳
誠
国
土
交
通
審
議
官
、
宿
利
正
史
大
臣
官
房
長
、
宮
田
年
耕
道
路
局
長
、
大
森
雅
夫
総
括
審
議
官
及

び
原
田
保
夫
道
路
局
次
長
で
あ
る
。

四
に
つ
い
て

本
部
の
構
成
員
に
民
間
人
は
含
ま
れ
て
い
な
い
が
、
外
部
有
識
者
か
ら
、
専
門
的
か
つ
客
観
的
な
意
見
や
指
摘
を
い
た
だ

い
て
い
る
。

五
に
つ
い
て

四
に
つ
い
て
で
述
べ
た
外
部
有
識
者
に
対
し
て
は
、
国
土
交
通
省
に
お
け
る
会
議
等
の
出
席
に
係
る
謝
礼
と
し
て
各
々
に

一
時
間
当
た
り
八
千
九
百
十
円
を
支
払
っ
て
い
る
。

三


